
平成 26年度実績に関する事務事業評価表
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円
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円
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効  率  性 Ａ

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

観光客の受け入れの充実を図るため、施設（ハード）、観光案内
（人材）の充実に努める。特に人材の育成については、観光振興計
画に沿って進めていく。また、北陸新幹線開通に対応するため他市
町と連携した包括的な受入体制の構築、観光ルートの作成、滞在・
体験プログラムのブラッシュアップを図る必要がある。

評
価
結
果

１次評価
（課長総括） Ｂ Ｂ 事業の進め方・内容について改善の余

地あり
２次評価 不要

Ｂ

コスト効率 ２ 普通 県の補助を活用するなどし、市費の削減に努めている。

実施主体の適正化 １ 適正である 観光協会を中心に、市の観光に寄与する団体、施設への補助であり、実施主体は
適正。

負担割合の適正化 ２ 改善の余地あり 増額も含め、それぞれの事業計画等をもう一度見直し、補助額等を固定化せずに
考える必要がある。

類似事業の有無 ２ 検討の余地あり 他課の管理する観光施設もある。事業の住み分けを含め、連携を図っていく必要
がある。

上位施策への貢献度 １ 高い 観光客の獲得を目的とする全ての事業の基礎となる事業であるため。

観光地の維持管理を中心とした受入体制の強化は、観光の基盤となるものであ
り、目的は妥当。

対象の妥当性 １ 妥当である 現在対象として施設・団体はどれも受入の観点から重要なものであるため妥当。

有  効  性 Ａ Ｂ

目標達成度 １ 高い 指標の実績数値はほとんど計画を上まわっている。ただ、観光客の満足度など、
数値だけでは測れない要素もあるため、事業の継続、強化が必要。

評価結果 評価の理由

妥　当　性 Ａ Ａ

自治体関与の妥当性 １ 妥当である 公共の場の維持管理、および観光客受入体制強化を図る事業のため、自治体の関
与は妥当。

目的の妥当性 １ 妥当である

32.1% 25,935,000

５
取
組
内
容

　平成26年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

しんきろうロードへの観光案内員の配置や、天神山及び松倉城跡の公衆便所の維持管理、また、観光案内所の運営に補助金を支出する
などし、観光客の受け入れ体制の整備・強化を行った。

６
評
価

評価の視点 Ｈ25評価 Ｈ26評価 評価項目

1,680,000 1,680,000 1,680,000 0.0% 1,680,000
総　費　用（Ａ＋Ｂ） 13,254,000 13,062,265 17,883,000 17,258,790

0.0% 2
②年間所要時間 400 400 400 400 0.0% 400

人
件
費

①事務事業に携わる正規職員数 2 2 2 2

③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 1,680,000

23,380,000
収入合計 11,574,000 11,382,265 16,203,000 15,528,790 36.4% 24,255,000
⑤一般財源 10,431,000 10,365,303 15,887,000 14,772,769 42.5%
④その他（使用料、雑入等） 260,000 216,200 440,021 103.5% 375,000

②県支出金 333,000 307,000 316,000 316,000 2.9% 500,000財
源
内
訳

①国庫支出金 550,000 493,762

③地方債

353,000
支出合計（Ａ） 11,574,000 11,382,265 16,203,000 15,578,790 36.9% 24,255,000
⑤その他 343,600 343,570 1,187,400 841,615 145.0%

1,500,000
④負担金補助及び交付金 7,300,000 7,300,000 7,986,000 7,986,000 9.4% 19,900,000
③工事請負費 2,000,000 1,819,650 4,125,600 4,125,600 126.7%

-51.0% 432,000
②委託料 1,579,825 1,579,825 2,542,000 2,459,485 55.7% 2,070,000

予算現額 決算額 決算増減率 当初予算額

支
出
内
訳

①需用費 350,575 339,220 362,000 166,090

201.7% 1,250 

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
25年度 26年度 27年度

予算現額 決算額

75.7% 2,158,000 
海の駅蜃気楼の入込数 310,000 275,596 320,000 272,532 85.2% 320,000 

2,062,000 1,560,206 

レンタサイクル利用台数　 470 606 470 948 

しんきろうロード交通整理・清掃委託料 1,090,200 

成
果
指
標

当年観光客入込数 1,970,000 1,582,909 
200,000 182,520 

活
動
指
標

天神山・松倉城跡清掃委託料

203,000 
100.0%

達成率 計画
82.2% 4,343

1,142,200 1,090,200 1,142,200 1,142,200 
200,000 15,704 7.9%観光関係修繕

３
指
標

指　標　名 単位
25年度 26年度

203,100 203,100 203,100 166,921 

27年度
計画 実績 計画 実績

２
事
業
概
要

事 業 概 要
天神山城跡、松倉城跡の清掃や維持、しんきろうロードの清掃や交通整理、海の駅蜃気楼の駐車場を占用。また、必要
に応じた観光施設等を修繕するとともに、レンタサイクルの貸出や維持管理を行い観光客の利便を図る。観光振興条
例・観光振興計画策定。

対　   　象 観光施設

手       段
（活動指標）

天神山及び松倉城跡の公衆便所の維持管理、駐車場の占用料の支払いなど。観光振興計画の策定

意       図
（成果指標）

たくさんの人が県内外、国外から魚津に来る。観光地をきちんと維持管理することにより、本市へ訪れる方々に対しお
もてなしの意識を高め、併せてリピーターも増やす。

基本事業名 ９-２　情報の活用と受け入れ体制の整備 アウトソーシング導入状況 導入予定なし
根  拠  法  令 総合計画等への記載 総合計画に主要事業として記載

５　交流と連携によるにぎわい創出 項 1.商工費
施  策  名 ９　観光の振興 目 4.観光費

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 一般

総
合
計
画

目  標  名 基本目標１　にぎわい、活力あるまち 款 7.商工費
政  策  名

商工観光課
予 算 事 業 名 受入体制整備事業 係　   　名 観光係
事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-23-1025

内部管理

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 観光地維持管理事業 担
当
部
署

課       名

事  業  期　間 開始年度 平成元年以前 終了年度



平成 26年度実績に関する事務事業評価表

① 円
② 回
③
① 人
② 人
③

円
円
円
円
円
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円
円
人

時間
円
円

　

効  率  性 Ａ

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

北陸新幹線開業により今まで以上に本市の知名度を向上させるた
め、首都圏や北陸新幹線沿線、関西圏での観光ＰＲを効率よく積極
的に行っていく。

評
価
結
果

１次評価
（課長総括） Ａ Ａ 計画どおり事業を実施することが適当 ２次評価 不要

Ｂ

コスト効率 １ 高い イベントへの出店や広告は最低限のコスト、人員で行っている。

実施主体の適正化 １ 適正である 補助対象団体は全て観光宣伝には不可欠な伝統芸能を伝える団体であり、適正。

負担割合の適正化 ２ 改善の余地あり 補助対象団体の会計状況等を考慮し、金額を固定化せずに考える必要がある。

類似事業の有無 １ なし 他課の協力を仰ぎながら実施しているが、観光宣伝を目的とした事業は他にはな
い。

上位施策への貢献度 １ 高い 受動的な受入だけでなく、市が能動的に魅力を発信することで、観光客の増加に
貢献しているため。

観光客の増加のため、県内外でのPRは不可欠であり、目的は妥当。

対象の妥当性 １ 妥当である 出展するイベントや広告は精査して選択しており妥当。補助対象団体は市内伝統
芸能団体であり、観光PRの観点から妥当。

有  効  性 Ａ Ａ

目標達成度 ２ 目標どおり 大きな指標となる県外からの受入人数は増加している。他の要因も影響するが、
宣伝の効果は一定以上あがっていると考えられる。

評価結果 評価の理由

妥　当　性 Ａ Ａ

自治体関与の妥当性 １ 妥当である 市の観光・物産宣伝が目的であるため、市の関与が妥当。

目的の妥当性 １ 妥当である

37.1% 16,393,000

５
取
組
内
容

　平成26年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

観光パンフレットの作成、テレビや新聞、雑誌等への広告、観光ボランティアや市内伝統芸能団体の支援等。
首都圏や関西圏への大都市圏での物販を実施し併せて観光ＰＲを行った。北陸自動車道のＳＡ，有楽町での魚津うまいもんフェア、世
田谷祭り、ふるさと祭り東京への出店など）

６
評
価

評価の視点 Ｈ25評価 Ｈ26評価 評価項目

5,292,000 5,292,000 5,292,000 0.0% 5,292,000
総　費　用（Ａ＋Ｂ） 12,400,000 12,395,969 17,935,000 16,998,676

0.0% 4
②年間所要時間 1,260 1,260 1,260 1,260 0.0% 1,260

人
件
費

①事務事業に携わる正規職員数 4 4 4 4

③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 5,292,000

11,101,000
収入合計 7,283,000 7,103,969 12,643,000 11,577,616 63.0% 11,101,000
⑤一般財源 7,283,000 7,103,969 12,643,000 11,577,616 63.0%
④その他（使用料、雑入等）

②県支出金財
源
内
訳

①国庫支出金

③地方債

3,048,000
支出合計（Ａ） 7,108,000 7,103,969 12,643,000 11,706,676 64.8% 11,101,000
⑤その他 1,841,000 1,898,010 3,237,243 2,900,043 52.8%
④負担金補助及び交付金 2,470,000 2,469,550 2,301,881 2,301,881 -6.8% 2,300,000
③工事請負費

0.7% 2,753,000
②委託料 210,000 210,000 3,966,695 3,960,640 1786.0% 3,000,000

予算現額 決算額 決算増減率 当初予算額

支
出
内
訳

①需用費 2,587,000 2,526,409 3,137,181 2,544,112

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
25年度 26年度 27年度

予算現額 決算額

75.7% 2,062,000 
宿泊客数（実績は観光客入込数調査　統括より） 240,000 278,818 245,000 310,610 126.8% 300,000 

2,062,000 1,560,206 

県外出向宣伝 12 

成
果
指
標

当年観光客入込数（実績は観光客入込数調査　統括より） 1,970,000 1,592,909 

活
動
指
標

広告費（新聞・テレビ等）
123.1%

達成率 計画
102.5% 4,343

16 13 13 16 ３
指
標

指　標　名 単位
25年度 26年度

1,000,000 1,190,450 2,000,000 2,049,305 

27年度
計画 実績 計画 実績

２
事
業
概
要

事 業 概 要
魚津市のみどころ（観光資源やイベントなど）や特産物等をＰＲすることにより、県内外からの観光客を誘致し、市全
体の活性化を目指す。加えて市内の観光施設、観光関係諸団体の活動支援を行う。

対　   　象 全国民(首都圏、関西圏、中京圏の住民が主なターゲット）観光関係団体

手       段
（活動指標）

パンフレット作成、ＴＶや新聞、雑誌等への広告、観光協会・観光ボランティア支援等。首都圏や関西圏など大都市圏
での物販、観光ＰＲを実施。

意       図
（成果指標）

魚津の良さをＰＲすることにより、観光客入込数の増加を図り、地域の活性化を目指す。県内外からの観光客誘致のた
めに特産品販売に効果を求め、質の良さを認知してもらい、魚津の魅力アップにつなげる。

基本事業名 ９-２　情報の活用と受け入れ体制の整備 アウトソーシング導入状況 導入予定なし
根  拠  法  令 総合計画等への記載 総合計画に主要事業として記載

５　交流と連携によるにぎわい創出 項 1.商工費
施  策  名 ９　観光の振興 目 4.観光費

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 一般

総
合
計
画

目  標  名 基本目標１　にぎわい、活力あるまち 款 7.商工費
政  策  名

商工観光課
予 算 事 業 名 観光・物産宣伝事業 係　   　名 観光係
事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-23-1025

内部管理

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 観光・物産宣伝事業 担
当
部
署

課       名

事  業  期　間 開始年度 昭和40年代 終了年度



平成 26年度実績に関する事務事業評価表

① 円
②
③
① 人
②
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間
円
円

　

効  率  性 Ｂ

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

魚津の食の活性化を図るため魚津ｄｅバル街など様々な食イベント
を開催。食の街のイメージアップを図りながら、ホテル・旅館組合
との意見交換を実施し、宿泊者が食を求め街へ繰り出すような仕掛
けを行った。今後とも本市が県東部の宿泊地として全国から認知さ
れ、交流人口が確実に増加するよう事業の継続が必要。

評
価
結
果

１次評価
（課長総括） Ｂ Ａ 現行どおり補助することが適当 ２次評価 不要

Ｂ

コスト効率 ２ 普通
計画を精査し、最低限の予算での事業実施となっているが、市の補助金が予算の
中心となっているイベントもあるため、事業規模の縮小等も考慮していくことが
必要となってきている。

実施主体の適正化 １ 適正である いずれも地元の観光資源を生かしたイベントに対する補助である。

負担割合の適正化 ２ 改善の余地あり 県の補助等を期待できる事業もあり、内容の変更も含めた事業見直しを進めてい
く必要がある。

類似事業の有無 １ なし 類似する事業はない。

上位施策への貢献度 １ 高い 地元の活力を生かしたイベントへの補助が中心となっていることから、観光客の
増加だけでなく、地域の活性化、消費拡大にもつながっている。

地場産品を活用したイベントを支援することで、観光客の増加とともに魚津市の
PRに寄与している。

対象の妥当性 １ 妥当である 補助対象については計画等を精査して判断している。

有  効  性 Ａ Ａ

目標達成度 １ 高い 各イベントにおいて地場産品の活用に努め、延泊を期待できる開催日程になって
いることから、効果は高いと考えられる。

評価結果 評価の理由

妥　当　性 Ａ Ａ

自治体関与の妥当性 １ 妥当である 市内の食材や人材を活用するイベントへの補助であり、市の関与は妥当。

目的の妥当性 １ 妥当である

-2.4% 11,730,000

５
取
組
内
容

　平成26年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

食と地域の交流促進事業、魚津飲み歩き事業、とやまグルメランド事業に対し補助を実施。市内の食と泊の施設への回遊を図る。

６
評
価

評価の視点 Ｈ25評価 Ｈ26評価 評価項目

3,360,000 3,360,000 3,360,000 0.0% 3,360,000
総　費　用（Ａ＋Ｂ） 10,360,000 10,360,000 10,860,000 10,110,000

0.0% 2
②年間所要時間 800 800 800 800 0.0% 800

人
件
費

①事務事業に携わる正規職員数 2 2 2 2

③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 3,360,000

8,370,000
収入合計 7,000,000 7,000,000 7,500,000 6,750,000 -3.6% 8,370,000
⑤一般財源 7,500,000 6,750,000
④その他（使用料、雑入等） 7,000,000 7,000,000

②県支出金財
源
内
訳

①国庫支出金

③地方債

180,000
支出合計（Ａ） 7,000,000 7,000,000 7,500,000 6,750,000 -3.6% 8,370,000
⑤その他
④負担金補助及び交付金 7,000,000 7,000,000 7,500,000 6,750,000 -3.6% 7,690,000
③工事請負費
②委託料 500,000

予算現額 決算額 決算増減率 当初予算額

支
出
内
訳

①需用費

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
25年度 26年度 27年度

予算現額 決算額

75.7% 2,062,000 2,062,000 1,560,206 成
果
指
標

当年観光客入込数 1,970,000 1,582,909 

活
動
指
標

補助金額
達成率 計画
90.0% 4,343

３
指
標

指　標　名 単位
25年度 26年度

7,000,000 7,000,000 7,500,000 6,750,000 

27年度
計画 実績 計画 実績

２
事
業
概
要

事 業 概 要
魚津駅前を中心に賑やかな飲食店街と数多くある宿泊施設が立地するという観光インフラの特性を活かし、食の魅力を
ＰＲしながら観光客の誘客や延泊を図る。

対　   　象 市内飲食店、宿泊施設、観光客

手       段
（活動指標）

魚津市観光協会、各実施主体等に対し補助を実施

意       図
（成果指標）

県内外からの観光客誘致

基本事業名 ９-２　情報の活用と受け入れ体制の整備 アウトソーシング導入状況 導入予定なし
根  拠  法  令 総合計画等への記載 総合計画実施計画に記載

５　交流と連携によるにぎわい創出 項 1.商工費
施  策  名 ９　観光の振興 目 4.観光費

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 一般

総
合
計
画

目  標  名 基本目標１　にぎわい、活力あるまち 款 7.商工費
政  策  名

商工観光課
予 算 事 業 名 食泊連携事業 係　   　名 観光係
事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-23-1025

補助金

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 食泊連携事業 担
当
部
署

課       名

事  業  期　間 開始年度 平成25年度 終了年度


